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2013 年 11 月 ~2014 年 2 月に、沖縄県幼児 8 ， 895 人の保護者に対して、子どもの生活習慣と子育

てに対する保護者の意識に関するアンケート調査を実施し、地区ごとに幼児の生活時間と保護者の

理想、とする幼児の生活時間、ならびに余暇時間の費やし方を分析した。

その結果、

(1) r 22時以降」に就寝する幼児の割合は中頭・那覇地区の幼児に多く、中頭・那覇地区の幼児

は遅寝の傾向にあることを確認した。 r20 時半~21 時半前I に就寝する幼児の割合は島尻地区

の幼児が有意に多かった (p<O.ol)oわが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児の保

護者では r20時半前J r20 時半~21 時前」とする割合が、有意に多く、那覇地区においては、

r 21 時~21 時半前」と答えた保護者が最も多かった (p<O.Ol)o 中頭地区では r21 時半~22

時前Jr22時以降」が多いことが確認され、幼児期の子どもにとって、正しい就寝時刻につい

ての保護者の知識に差のあることが示された。

( 2 )那覇地区の幼児は、外あそび時聞が r30分未満」の割合が 5割おり、 1%水準で、有意に多か

った。また、テレビ・ビデオ視聴時聞が r30分未満」の幼児は、島尻地区に多く、 r2時間以

上」の幼児は中頭地区に多かった。長時間のテレビ・ビデオ視聴が中頭地区の幼児の就寝時刻

を遅らせる起因となっていることが確認された。

これらのことより、子どもの健全育成にとって必要な正しい生活時間や余暇時間の過ごし方につ

いて、地区ごとの特徴に合わせた指導啓発をしていくことが求められた。
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はじめに

早稲田大学子どもの健康福祉学研究室では、わが国の子どもたちの生活習慣の実態や体力・運動

能力に関する調査・測定を広域で行い、子どもたちの抱える・抱えさせられている問題点を抽出し、

改善策を検討してきた。その中で、沖縄県全体と離島を含めた各地域における、幼児の生活実態に

関する研究 1-2)が行われてきた。先行研究 3)においては、沖縄県 6市にみた幼児の生活習慣の実態

が明らかにされてきた。しかし、地区別で分析した幼児の生活習慣や余暇時間の費やし方、幼児の

生活習慣に関する保護者の意識の比較について、沖縄県を対象とした研究は未だ実施されていない。

そこで、本研究では、沖縄県の幼児の生活習慣の実態を地区別で比較・検討し、地区ごとの生活

習慣や余暇時間の費やし方に関する特徴を把握するとともに、保護者による幼児の生活習慣や余暇

活動の意識についても調査し、分析することとした。地区別に分析することにより、地区別の健康

管理上の問題点を確認し、その改善策を検討するとことした。

方法

2013 年 11 月 ~2014 年 2 月に、沖縄県 10 市町村の保育園 131 闘に通う 2 歳~6 歳児 5 ， 097 人(男

児 2，537人、女児 2，560 人)と沖縄県 14 市町村の幼稚園 72 園に通う 3 歳~6 歳児 3 ， 798人(男児

1，904人、女児 1，894人)の保護者に対して、子どもの生活習慣に対する保護者の意識を尋ねるア

ンケート調査を実施した。主な調査項目は、就寝時刻・起床時刻・降園後のあそび時間などの生活

実態と保護者の理想、とするわが子の生活時間や生活の実態であった。

なお、分析については、地区別に「中頭Jr那覇Jr島尻」の 3群に分けて、幼児の就寝時刻、保
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護者の理想、とする幼児の就寝時刻、余暇時間の費やし方を比較・分析した。

統計処理は、 SPSS(Ver.24.0) を用いて、幼児の生活習慣と地区の関連性をみるために、クロス

集計と調整残差4)を行った。また、地区別に、幼児の生活時間の平均値の差を比較するために、一

要因分散分析4)を行った。

倫理的配慮

調査を行うにあたり、研究の目的と方法、個人名が特定されることはなくプライパシーは保護さ

れること、調査結果は研究目的以外に使用しないことを説明した。

結 果

1 就寝時刻

男児の平均就寝時刻は、 21時 25分(島尻) ~21 時 36 分(中頭)、女児では 21 時 26 分(島尻)

~21 時 35 分(中頭・那覇)であった(表 1 ) 0 122時以降」に就寝する幼児は、男児で 27.3%(島

尻) ~39. 3% (中頭)、女児では 29.1% (島尻) ~38. 8% (中頭)いた(図 1) 0 122時以降Jに就

寝する幼児の割合は中頭地区の幼児が有意に多かった(p < 0.01)。また、 120時半~21 時前」、 121

時~21 時半前」に就寝する幼児の割合は、島尻地区の幼児が有意に多かった( p < 0.01)。
2 保護者が考える幼児の理想就寝時刻

保護者が考える幼児の理想、就寝時刻は 121 時~21 時半I と答えた保護者の人数割合が最も多く、

男児の保護者で 63.4% (島尻) ~70. 6% (那覇)、女児の保護者では 64.5% (島尻) ~7 1. 2% (那

覇)であった(図 2)。中頭地区の男児をもっ保護者は 121 時半~22 時前j を理想、とした劃合は 1%

水準で多く、 122時以降」を理想とした割合は 5%水準で、多かった。島尻地区においては、 120時半

前J 120 時半~21 時前J を理想とする割合が多かった( p < 0.01)。
3.外あそび時間

男児の平均外あそび時間は、 37分(那覇) ~46 分(島尻)、女児では 33 分(那覇) ~45 分(島

尻)であった。外あそび時聞が 130分未満」の幼児は、那覇地区が最も多く (男児 47.6%，女児

51. 2%)、 1%水準で、有意に多かった(図 3)。外あそびが 12時間以上」の幼児は島尻地区の女児

(14.3%) が有意に多かった (p<O.ol)o

4 テレビ・ビデオ視聴時間

男児の平均テレビ・ビデオ視聴時間は、 1時間 29分(那覇・島尻)~ 1時間 37分(中頭)、女児で

は 1時間 23分(那覇) ~ 1時間 31分(中頭)であった。テレビ・ビデオ視聴時聞が 130分未満」

の幼児は、島尻地区が最も多く(男児 4.1%，女児 5.6%)、1%水準で、有意に多かった(図 4)。テ

レビ・ビデオ視聴時間が 12時間以上」の幼児は、中頭地区(男児 42.0%，女児 39.9%)が 1%水

準で有意に多かった。

考察

沖縄県の幼児の生活実態と地区別に比較したところ、平均就寝時刻において、島尻地区と、他 2

地区と比較して、 9 分~ll 分の聞きがあった。就寝時刻別の人数割合において、中頭・那覇地区と

島尻地区を比較すると、 122時時以降Jに就寝する幼児の割合が多かったことから、中頭・那覇地

区の幼児は遅寝の傾向にあることを確認した。わが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児

の保護者では 120時半前J120 時半~21 時前」とする割合が有意に多く、那覇地区においては、 121

時~21 時半前j と答えた保護者が最も多く、中頭地区では 121 時半~22 時前J 122時以降」の多い

ことが確認され、幼児期の子どもにとって、正しい就寝時刻についての知識に差のあることが示さ

れた。幼児の就寝・起床は、親の影響を受けること 5)が報告されていることから、子どもの健全育

成にとって必要な生活時間を啓発し、保護者が正しい知識を得る機会を与えることが必要といえよ

う。島尻地区において、幼児の生活リズムに関する保護者への指導や育成がどのように行われてい
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表 1 地区別にみた沖縄県幼児の生活活動時間およ び 人 数

男児 女児
¥¥¥¥対、象

項目 ¥ 
中E轟(1285人〉 那覇(1496人) 島尻(16印人) 中頭(1316人) 那 覇 (1529人) 島尻(1609人)

¥ 平均値 槽 準 帽 差 平均値 標準幅差 平均値

就寝時車Ij
21時 36分

孝 3一9多士日1型 E全トー一一 3本7一多士口~25分

睡眠時 間 9&寺惜'21多士 35多士 9時間22分 36多士 9時間22分

起床時童Ij
6市空7分 一 一28多士1一 6時一54分 ト 2竺μ~47分

朝食時 刻
7畦立金一 27一多士トエ町3分 事27多ー士ド昇。7分

排便時 刻
12&寺44づテ 333づ士 13時 07分 33事S 多ー，. ドヰ寺56分

調匙

登校時 刻
8時 10分 31多士 8時 07分 *事32ー多まμ~01分

*温尉

帰宅時 刻
16竺53分 トー市11一6分 ト2J恒竺トー-事事98ー多士μ~1fi!f52分

あそび時間
2&寺荷司43ラナ *事87ーラナ日空間25分 74多ナ 2時間31分

4ー5多ナE F  ト 37竺 49多台トーユ6分うち、外あそび時間 卜一一一一日

テレビビデオ視聴時間
1時盟主主主一柳ー58多合は豆周29分 56多台 1時間四分

夕食開始時刻 19時四分 37ラ全 19日寺03多士 37多士 19時 01分

ロ20時半前日20時半-21時前回21時-21時半前圏21時半-22時前・22時以降

0% 20% 40% 6C日 80% 100% 

図 1 地区別にみた沖縄県幼児の就寝時刻の人数割

*:pく0.05，**: p<O. 01 
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図 3 地区別にみた幼児の外あそび時間の人数割合

標準偏差 平均恒 標準輔差 平均値 標準幅差 平均値 樟準備差

35多士 21日寺35多士 36多テ 21時竺主主1一昨37多ー士μ1ヰ 26分 33多士

33ラテ 9時間20分 36多ナ 9時間20分 37多テ 9時 間22分 33多士

25多士 6日寺56ラナ 28多士
6時事*笠一一全一一29多士同 548分 26多士

24ラナ 7時 16分 28多ナ 7宅15#ト一一一 29多ナト手07分
25多士

328壬士 13時 02分 329ラナ 13時四分 327ー多すl~~43分 317ラナ

司齢別酔

26多士 8 時一01 分 一機 26ー分 |一8時一08分 ト - 仲33一多士ドヱ!f01分 27多ナ

113多士 16一時 47分 一*市12ー4分 ト~~竺ト一一帯 99多士ド~~48分 115ラ士

83多ナ 2時 一間四分 一字本8ー3分 日竺聖竺卜一時7一5多一まド竺中30分 83多士

56ラ，. ~多士一 5四0多十一トー3芭 ト 46#ドーム5分
56多士

59多士 1 時間~分一 5昨6多十ー己竺里23分 53多士 1&寺~.lj 28多士 57多士

36多テ 19日寺04多全 37多士 19&寺06ラ士 37多士 19時 03分 36多士

**:pく Ub， **:pく0.01

ロ20時半前口m時半-21時前回21時-21時半前園21時半-22時前・22時以降
司孝齢a端併
7.3伊

0% 20出 初出 60唱 80% 10日目

図 2 地区別にみた保護者の理想とする沖縄県幼児

の就寝時刻人数害IJ合 *:pくo05，料 pく0.01

ロ30分未満 ロ30分-1時間未満 園 1時間-2時間未満 ・2時間以上

王Z
中頭
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図 4 地区別にみた幼児の TV.ビデオ視聴時間の人数割合

*:pく0.05，**:pく0.01 **:p<0.01 

るかを把握し、他地区も生活習慣の意識の改善が図れるような支援活動が求められた。

那覇地区においては、外あそびが 130分未満」の幼児の割合が多かった。就寝時刻を早めるため

には、日中の余暇活動の中で戸外あそびを奨励 6)し，子どもたちの運動量を増やして、夜には心地
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よく疲れさせることが求められる O しかし、那覇地区は、他 2地区と比較して、都市地区であるた

め、子どもを安心して遊ばせる公園や広場などの場所の減少や、いっしょに外に遊ぶ身近な友だち

の減少など、外あそびに興じる環境が整っていないことが懸念された。今後、外あそびを行うため

に必要な物理的・人的環境の実態調査を行い、改善策を検討することが必要であろう。

中頭地区においては、テレビ・ビデオ視聴時間が 12時間以上I の割合が多い特徴を確認した。

幼児期にテレビやビデオの視聴時聞が長いと 就寝が遅くなる7)ことが指摘されていることから、

中頭地区幼児においても、長時間のテレビ・ビデオ視聴が就寝時刻の遅れに起因しているものと推

察した。幼児のテレビ・ビデオ視聴に関しての保護者の介入や家庭における健康的なテレビ・ビデ

オ視聴のルールづくりをすることを保護者に啓発する必要があるだろう。

まとめ

2013年 11月"-'2014年 2月に、沖縄県幼児 8，895人の保護者に対して、子どもの生活習慣と子育

てに関する保護者の意識調査を実施し、地区ごとに幼児の生活時間と、保護者の理想、とする幼児の

生活時間、および余暇時間の費やし方を分析した。

その結果、

(1) 122時以降」に就寝する幼児の割合は中頭・那覇地区の幼児に多く、中頭・那覇地区の幼児

は遅寝の傾向にあることを確認した。 120時半"-'21時半前」に就寝する幼児の割合は島尻地区

の幼児が有意に多かった (pく0.01)。わが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児の保

護者では 120時半前J120時半"-'21時前」とする割合が多く、那覇地区においては、 121時~

21時半前」と答えた保護者が最も多かった。中頭地区では 121時半"-'22時前J122時以降」が

多く確認され、幼児期の子どもにとって、 Eしい就寝時刻についての保護者の知識に差がある

ことが示された。

( 2 )那覇地区の幼児は、外あそび時聞が 130分未満」の割合が 5割おり、 1%水準で有意に多か

ったため、外あそびを行うために必要な環境の実態調査を行い、改善策を検討することが、今

後必要であろう O テレビ・ビデオ視聴時聞が 130分未満」の幼児は島尻地区に多く、 12時間

以上」の幼児は中頭地区に多かった。長時間のテレビ・ビデオ視聴が中頭地区の幼児の就寝時

刻を遅らせる起因となっていることが確認された。

以上のことより、子どもの健全育成にとって必要な正しい生活時間や余暇時間の過ごし方につい

て、地区ごとの特徴に合わせた啓発をしていくことが求められた。
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